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誨

派

一

、

近

世

商

人

の

登

逹

と

船

村

の

隅

係

藤

一

、

封

苑

制

度

の

起

源

に

つ

い

て

垣

一

、

下

城

貝

塚

登

掘

に

つ

い

て

賀

川

一
、
織
田
信
長

の

讐

質

學

的

研

究

王

丸

-
‘
磨
の
均
田
法
の
施
行
慇
況
に
就
い
芦
考
察

・

旧

埓

近

．
疎

一
、
秋
月
藩
の
上
ゲ
米

昭
和
二
十
一
ー
ー
年
度

九
州
史
學
會
例
會

彙

報

松安

典孜

二授

光

勇夫

精

研
究
登
表

I

、
臨
岡

1
に
於
け
る
産
子
養
育
米
の
制
度
に
つ
い
て

．
 

．
 

加

藤

義

一
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
•
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
の
成
立
雄

本
年
度
例
會
は
六
月
十
一
―

-
H
法
文
學
部
第
七
演
習
室
に
て
行
は
れ

た
°
嘗

H
た
ま
た
ま
西
鐵
労
働
ス
ト
と
て
参
含
者
必
し
も
多
数
と
は

言
（
な
か
っ
た
が
、
左
記
の
如
く
午
前
九
時
よ
り
研
究
登
表
あ
リ
、

午
後
睛
演
會
が
あ
っ
た
。

ル
ッ
ク
ー
や
カ
ル
ヴ
ィ
ン
に
よ
っ
て
起
さ
れ
た
リ
フ
ォ
ル
メ
ー
シ
ョ

ン
（
特
に
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ム
）
は
、
近
代
に
対
し
て
ど

ん
な
意
味
を
持
つ
て
ゐ
る
だ
ら
う
か
。

~
フ
ォ
ル
メ
ー
シ
ョ
ン
と
近
代
政
沿
思
想
、
特
に
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ム

．と
近
代
政
沿
思
想
と
の
息
係
に
於
て
、
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
精
稗

腐
胎
は
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
宗
数
改
革
で
あ
る
と
主
張
す
る
人
々
が
あ

渇

特
に
と
め
年
展
は
英
ド
佛
l
J

於
．蔽
K
・、
’ゎ
ゆ
’セー心
，る
liO¢

メ
ル
．グ
、
フ
ォ
ス
ク
ー
、
ワ
ィ
ス
其
他
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
主

張
を
修
正
す
る
立
揚
の
人
逹
も
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
近
代
デ
モ

グ
ラ
シ
ー
と
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
宗
数
改
革
は
闊
係
が
無
い
が
、
歴
史
的

嵐
展
し
て
い
っ
た
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ム
と
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
胡

辿
が
あ
る
と
い
う
。
ポ
ル
ジ
ョ
ー
の
如
き
は
そ
の
一
人
で
あ
る
。
然

る
に
前
1

一
者
の
主
張
と
相
逹
し
て
、
雨
者
間
の
精
稗
的
闊
述
を
否
定

す
る
一
派
の
人
も
あ
る
。
シ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
の
如
き
。

カ
ル
ヴ
ィ
ン
そ
の
人
の
民
主
思
想
に
就
い
て
は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の

睦
代
か
ら
現
在
ま
で
激
し
い
論
議
の
封
象
と
な
っ
て
ゐ
る
。
カ
ル
ヴ

ヵ
ぞ
ウ
ィ
ン
の
思
想

一
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
思
想
に
つ
い
て

西
南
學
院
欧
授

一、

H
宋
閤
閥
係
の
成
立

〔
講
演
要
旨
〕

益

田

健

次

一
九

森益

田

孜健

ヽ
授夭



る゚

彙

報

日
宋
麗
闊
係
の
成
立

森

艇
史
の
焚
展
に
は
祉
會
的
契
機
の
外
か
に
自
然
的
契
機
が
働
い
て

ゐ
る
。
遣
唐
使
廃
止
後
、
大
陸
商
船
の
来
航
に
よ
っ
て
行
は
れ
て
ゐ

克

己 ．

賀

Jr! 

豊
後
國
下
城
遺
跡
頚
掘
に
就
い
て

ィ
ン
自
身
非
難
と
賞
讃
の
的
で
あ
っ
た
し
、
一
部
か
ら
は
自
由
の
抑

限
者
と
し
て
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ン
と
民
主
思
想
と
を
絣
び

つ
け
て
論
ず
る
者
は
、
そ
の
國
家
観
の
一
―
―
つ
の
特
質
、
即
ち
立
憲
政

骰
、
選
摯
制
、
民
主
的
を
皐
げ
る
。
之
に
封
す
る
異
諭
は
、
彼
は
近

代
的
で
な
い
、
彼
は
人
民
主
椛
を
許
さ
な
か
っ
た
か
ら
と
。
そ
し
て

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
匿
別
さ
れ
る
可
き
で
あ

る
と
説
く
。

（尚
こ
の
所
に
於
て
ド
ゥ
メ
ル
グ
は
、
今

H
多
数
の
者

が
了
解
す
る
よ
う
な
意
味
の
人
民
主
様
な
る
も
の
は
、
中
世
人
に
は

全
然
知
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
貼
で
カ
ル
ヴ
ィ

ン
を
宍
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
の
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。
）

カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
数
へ
は
、
そ
の
登
展
の
あ
と
づ
け
を
す
る
時
、
民

撮
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
近
代
民
主
思
想
の
父
組
と
言
は
れ
る
テ
ォ

ド
ル
•
ベ
ェ
ズ
そ
の
他
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
逹
の
中
に
近
代
思
想
が

つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
見
方
は
、
リ
フ
ォ
ル
メ
ー
シ
ョ
ン
の
奨

の
意
義
を
、
そ
の
意
岡
に
於
て
よ
リ
そ
の
結
果
に
於
て
見
よ
う
と
す

る
、
グ
ー
チ
の
言
、
近
代
ヂ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
リ
フ
ォ
ル
メ
ー
シ
ョ
ン

に
Ill

ォ
9

で

な

い

、

肛

怯

と
’甘

た
受
動
的
貿
易
は
疵
園
の
登
逹
に
伴
ひ
、
茄
園
内
に
於
け
る
密
貿
易

を
登
生
虻
し
め
、
こ
れ
が
四
大
強
化
さ
れ
て
能
勁
的
貿
易
の
氣
速
を

際
成
し
た
。
そ
し
て
荘
園
領
主
や
大
宰
府
商
人
に
よ
っ
て
消
外
進
出

が
企
て
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
日
本
商
船
は
造

船
●
斌
海
技
術
の
拙
劣
と
い
ふ
こ
と
の
外
か
、
海
洋
の
特
殊
性
か
ら

の
制
約
を
も
免
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
そ
の
終
極
の
目
的
は
大
陪
に

あ
リ
な
が
ら
、
こ
の
技
術
的
•
自
然
的
制
約
の
下
に
先
づ
枇
麗
方
面

ー
に
向
か
は
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
丁
度
こ
の
十
一
世
紀
の
頃
は
、
・
高

麗
は
詢
後
を
通
じ
、
日
本
商
船
を
受
容
れ
る
に
は
最
も
好
適
な
時
代

で
あ
り
、
日
本
•
宋
も
賀
易
褻
展
の
好
適
條
件
が
整
つ
て
ゐ
た
。
そ

の
結
果
H
•

宋
雨
國
商
細
は
店
麗
を
仲
介
地
と
し
て
、
文
化
•
物
貨

の
交
流
を
行
っ
た
り
で
あ
る
。
し
か
る
に
こ
の
日
宋
麗
腸
係
は
十
1

1

世
紀
に
入
リ
、
國
際
怖
勢
の
琵
化
、
日
本
商
船
の
技
術
の
進
歩
等
に

よ
っ
て
途
に
崩
壊
し
去
リ
、
日
本
商
鮨
の
宋
へ
の
直
接
渡
航
0

貿
易

へ
と
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

光

夫

下
城
遺
跡
は
佐
伯
市
の
西
南
約
一
1

一
粁
の
九
州
山
脈
東
南
脚
部
に
接

綬
す
る
洪
積
性
ロ
ー
ム
屈
の
豪
地
上
に
あ
る
も
の
で
、
従
来
あ
ま
り

知
ら
れ
て
居
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
年
五
月
十
四
日
大
分
縣

一
九
＝1
1

 



.、・
史
跡
名
院
天
然
記
念
物
閻
査
委
貝
合
に
於
て
、
そ
の
一
部
の
疲
拙
が

決
定
さ
れ
た
。
九
州
考
古
卑
會
の
鍍
山
猛
氏
と
大
分
縣
史
跡
胴
査
委

且
と
を
以
て
罰
査
閉
を
粗
紐
し
六
月
一
1

1

H
ょ
lJ
七

H
迄
五
日
間
の
豫

定
で
、
こ
の
登
掘
に
従
亭
し
た
の
で
あ
る
。

'

-

こ
の
下
城
遺
跡
に
は
約
四
ツ
の
貝
塚
と
弧
生
式
土
器
の
散
布
地
が

あ
り
、
そ
の
中
の
ロ
ー
ム
府
東
南
端
に
あ
る

A
貝
塚
を
中
心
に
四
ッ

の
ト
レ
ン
チ
と
南
姻
の

B
貝
塚
を
中
心
と
し
て
一
1

一
ツ
の
ト
レ
ン
チ
を

計
壺
し
た
。
翌
掘
の
主
な
る
目
的
は
従
来
東
九
州
地
に
其
の
例
の
な

い
石
森
時
代
の
居
住
跡
を
務
見
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
次
に
登
掘
の

搬
要
を
記
す
る
と
、
第
一

H
は

A
貝
塚
か
ら
西
に
向
つ
て
長
十
二
米

と
巾
―
―
米
の
ト
レ
ン
チ
を
褻
掘
し
た
鈷
果
ト
レ
ン
チ
の
中
央
部
地
表

面
か
ら
一
尺
五
寸
の
所
に
平
地
居
住
趾
の
柱
穴
を
痰
見
、
こ
の
柱
穴

を
中
心
と
し
て
ト
レ
ン
チ
を
披
張
し
、
そ
の

殺
果
完
全
な
る
方
形
の

居
住
趾
と
押
型
文
を
痰
見
し
た
。
第
二
日
目
に
は

B
貝
塚
を
中
心
と

ー

し
た
豫
定
—

ト
ー

レー

ンー

チー
を
裂
掘
‘ー
そ：

のー
中
央
—

よ
l
J
I燦
t
j
|

た'

、

平
府

薙

の
附
近
に
滴
生
式
土
砕
（
厚
形
）
多
数
と
フ
ィ
ゴ
を
裟
見
、
綿
密
な
る

調
査
の
緒
果
鐵
滓
鐵
片
類
の
出
土
を
見
た
の
て
あ
る
。
こ
の
平
石
類

の
配
地
の
朕
況
ょ
り
推
察
す
る
に
賞
時
の
裂
鋭
趾
の
中
心
を
な
す
も

の
で
あ
る
こ
と
は
確
宜
で
あ
リ
、
日
本
最
初
の
製
銭
楊
の
登
見
に
裂

掘
園
は
日
没
袋
も
遺
跡
に
於
て
調
査
を
行
っ
た
。
策
一
1

¥

H
目
は

A
貝

塚
附
近
に
押
型
文
の
散
布
暦
を
褻
見
、
阿
時
に
貝
探
下
よ
り
索
の
炭

化
尼
を
見
ひ
出
し
農
耕
文
化
の
あ
と
を
探
ぐ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の

で
あ
る
。
第
四
日
目
は
製
銑
楊
附
近
に
於
て
錢
滓
数
個
と
押
型
文
及

~ 

報

び
製
鐵
扮
と
中
心
と
し
て
略
々
秒
闘
形
の
居
住
趾
の
柱
穴
を
茄
見
し

た
。
第
五

H
目
に
ぱ
製
舷
椒
を
中
心
に
ト
レ
ン
チ
を
摸
叔
彩
し
い
鐵

滓
類
と
釘
0

俄
器
等
を
登
見
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
が
下
城
遺
跡
姿
据
の
概
要
で
あ
る
が
、
賞
産
掘
に
参
加
し
た

鮫
山
氏
は
「
下
城
は
考
古
學
の
安
庫
」
で
あ
る
と
誓
歎
さ
れ
た
ほ
ど

で
あ
リ
、
今
後
の
詞
査
に
到
す
る
期
待
は
振
め
て
大
き
い
も
の
が
あ

る
。
特
に
製
繊
遺
跡
の
殺
見
は
、
製
絨
技
磁
が
す
で
に
菊
生
式
[
'
期

の
時
代
に
本
邦
に
似
来
し
て
居
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
考
古

際
會
に
大
き
な
安
料
を
提
供
し
た
こ
と
に
な
る
の
み
で
な
く
考
古
學

の
作
證
性
が
胚
史
の
表
而
の
問
題
と
し
て
取
リ
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に

な
る
の
で
、
下
城
道
跡
痰
掘
の
意
涵
は
大
き
い
。

ジ
ャ
ク
ソ
ニ
ャ
ン
•
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
速
常
一
八
二
九
年
か
ら
一

八一
1

一
七
年
の
間
、
薪
た
に
参
政
描
を
え
た
群
衆
を
率
ゐ
る
移
り
氣
な

首
領
に
よ
リ
影
響
を
及
ぼ
さ
れ
た
急
激
な
焚
化
．
に
某
因
・
す
る
と
考
へ

ら
れ
て
ゐ
る
。
他
方
、
ジ
ャ
ク
ッ
ン
自
身
は
新
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
舘

稗
の
創
造
者
で
あ
る
よ
＂
寧
ろ
そ
の
産
物
で
あ
る
。
新
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
は
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
生
き
生
き
と
し
た
特
徴
と
性
格
を
涅
動
の
政
沿

面
に
印
象
づ
け
た
戸
1

度
に
於
て
の
み
ジ
ャ
ク
ソ
ニ
ャ
ン
で
あ
る
と
．紐
・

言
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
先
づ
ジ
ャ
ク
ソ
ン
登
場
の
．
鰈
涜
的
社
命
的
表

・

ジ
ャ
ク

2Iイ
ヤ
ン
・
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
括
頭
の
窓
毅

了
九
四

． . .,.. 



桑 ＿

報

墜
を
劉
察
し
よ
う
。
第
一
に
、
急
速
な
西
部
の
登
展
で
あ
リ
、
こ
の
地

域
を
特
徴
づ
け
た
も
の
は
自
出
、
平
等
の
箱
秤
で
あ
っ
た
。
．
然
し
乍

ら
二
十
年
代
に
於
い
て
こ
の
罪
た
な
西
部
諸
州
は
東
部
の
支
配
下
に

・

鰐
済
的
政
沿
的
制
炭
に
よ
lJ
そ
の
褻
屈
を
阻
止
さ
れ
て
ゐ
る
窮
宜
を

見
逃
せ
な
い
の
で
あ
る
0

ケ
ン
ク
ッ
キ
ー
の
救
済
裟
争

(Relief
、

W
o
r
)

を
始
め
財
政
上
の
危
栂
が
怪
詈
述
絞
を
惹
起
し
た
f

第
二

に
、
北
部
及
中
部
諸
州
に
於
け
る

industrialism
の
勃
興
で
あ
リ

貪
銀
傍
像
者
の
最
初
の
覺
醒
が
一
平
年
代
に
起
リ
一
八
二
四
か
ら
二

五
年
の
物
償
脇
貨
は
攻
努
的
粗
絨
活
勁
を
企
て
る
ま
で
に
激
し
、
一

八――
正八
年
に
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に

T
r
a
d
e
Association
と
疇

呼
ば
れ
た
労
拗
粗
合
は
最
初
の
労
邸
者
の
政
窯
を
つ
く
つ
た
。
若
し

こ
の
勢
伽
者
の
投
栗
が
南
西
部
及
び
酉
部
の
投
栗
に
加
は
ら
な
か
つ

た
な
ら
ば
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
大
統
領
に
速
ば
れ
な
か
っ
た
。
第
一
―
ー
に
、
従

末
著
眼
さ
れ
な
か
っ
た
南
部
の
要
因
を
見
由
す
。
農
園
、
王
逹
は
智
敲

的
手
段
に
訴
へ
た
が
北
部
に
於
け
る
怒
馳
や
暴
動
よ
り
以
上
に
合
衆

國
を
お
び
や
か
し
た
。
保
認
腕
稔
に
よ
る
棉
花
グ
低
下
は
ヴ
ァ
ー
ジ

ニ
ャ
を
し
て
厳
格
に
偲
繹
．
カ
ル
フ
ォ
ン
の
無
効
宜
言
の
原
理
、
市

カ
ロ
ラ
イ
ナ
の
州
枇
論
を
展
開
さ
せ
た
。
以
上
魏
察
せ
る
如
く
西
部

の
農
民
、
東
部
の
エ
楊
労
嗚
者
及
び
南
部
の
畏
固
主
逹
は
披
{
菜
過

度
に
阻
害
さ
れ
て
ゐ
る
卒
宜
を
且
出
し
た
時
、
か
の
謂
ゆ
る
「
ア
メ

9
カ
慢
制
」
の
事
業
に
封
す
る
深
い
疑
惑
と
不
信
は
爆
褒
し
た
の
で

あ
る
。
シ
ュ
レ
ジ
ン
ガ
ー
が
「
ア
メ
リ
カ
政
沿
に
於
け
る
西
部
の
影
響

の
顔
著
な
例
證
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
き
た
ジ
ャ
ク
ソ
ニ
イ
ヤ
ン
•
デ

一
九
五

モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
あ
る
人
々
が
考
え
る
程
に
適
切
な
例
で
な
い
。
そ
の

支
配
的
な
信
念
と
励
阿
は
西
部
ょ
リ
も
寧
ろ
東
部
及
南
部
か
ら
で
あ

っ
た
」
と
主
張
す
る
の
は
事
宜
を
洞
察
し
た
首
で
あ
る
と
思
ふ
。

丘
）
次
に
ジ
ヤ
ク
ソ
ン
の
業
綬
を
脱
め
ゐ
な
ら
ば
、
そ
の
沿
泄
に

於
い
て
は
艇
々
失
敗
喜
五
叉
翌
蓼
磁
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
泣

大
に
し
て
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
性
務
を
如
宜
に
あ
ら
は
し
て
ゐ
る
銀
行
に

究
す
る
攻
架
に
つ
い
て
芍
へ
よ
う
。
一
空
六
年
に
二
十
年
間
の
特

許
朕
を
配
之
ら
れ
て
設
立
さ
れ
た
竺
一
合
衆
國
銀
行
は
西
の
農
夫
と

東
の
労
⑳
者
に
と
つ
て
獨
占
的
樅
力
の
砦
と
な
っ
て
ゐ
た
。
ジ
ヤ
ク

ソ
ン
は
國
立
銀
行
が
釦
済
的
必
要
よ
り
も
政
淫
的
廊
迫
に
利
用
せ
ら

れ
る
こ
と
多
く
、
そ
れ
は
危
険
な
悶
占
な
り
と
駁
釈
し
、
國
立
銀
行

の
特
許
朕
更
新
の
法
案
を
拒
否
し
て
そ
の
稔
能
を
停
止
せ
し
め
た
の

み
な
ら
ず
、
政
府
閾
庫
の
査
金
を
全
因
の
詣
銀
行
（
配
分
預
金
す
ぺ

し
と
命
じ
た
。
然
る
に
こ
の
「
預
盃
の
移
轄
」
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

多
く
の

'̂P
e
t
b
a
n
k"
 

ffi~ 

は
ゆ
る
「
お
得
窓
銀
行
」
は
紙
幣
を
乱
焚

し
た
が
土
地
の
投
柄
熱
と
棉
花
の
脱
毀
に
酔
つ
て
ゐ
た
。
一
八
一
―
ー
六

底
・
ジ
ャ
ク
ソS
は
俄
—
か—
2
代

，

金
支
掠
は
ー

「
切
珀
命

，
を

．

以
で

，

内
ヘー
し
ー

7"

命
じ
途
に
一
八
一
―
―
七
年
の
恐
慌
を
準
儲
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら

将
涸
い
は
れ
る
如
く
ジ
ャ
ク
ソ
ニ
ャ
ン
•
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
フ
ロ
ン

テ
イ
ヤ
の
媒
裂
で
あ
リ
大
企
業
に
反
封
す
る
田
合
じ
み
た
伽
且
あ
る

人
々
を
政
治
に
引
き
入
れ
た
な
ど
と
い
ふ
の
は
事
宜
を
説
明
し
て
ゐ

な
い
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
非
釦
浣
的
、
非

d
e
m
o
c
r
a
t
i
c
な
銀
行
籾
占

の
代
り
に
、
支
抑
と
預
入
の
槻
能
の
侶
に
自
由
銀
行
．を
唱
沿
し
た
。



而
も
そ
の
基
本
観
念
は
商
業
金
滋
資
本
の
植
力
の
性
格
を
汲
も
よ
く

知
つ
て
を
リ
、
最
も
烈
し
く
反
封
し
た
東
部
か
ら
出
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
宜
に
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
東
部
、
西
部
及
南
部
の
非
姿
本
家
主
義
者

の
集
閣
即
農
民
、
労
像
者
の
為
に
、
姿
本
主
義
者
の
集
岡
即
東
部
の

金
議
家
の
櫂
力
を
征
服
す
る
こ
と
に
在
っ
た
の
で
あ
る
。

．

（
註
）

A
r
t
h
u
r
 M
.
 S
c
h
l
e
s
i
n
g
e
r
 `]
 

r.
 :
 Th
e
 A
g
e
 of 
J
a
e
、

k
s
o
n
.
 (1
9
4
6
)
 
P
.
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封
建
制
度
の
起
源
問
題

ア
メ
リ
カ
の
中
世
史
學
者

C
a
r
l
S
t
e
p
h
e
n
s
o
n
の
論
文

"
T
h
e

O
r
i
g
i
n
 a
n
d
 
S
i
g
n
i
b
i
c
a
n
c
e
 
of 
F
e
u
d
a
l
i
s
m
 
"
(
A
m
e
r
i
c
a
n
 

Historical 
R
e
v
i
e
w,
 HH
:
1
,
 July)
に
開
す
る
紹
介
。

論
者
は
先
づ
モ
ン
テ
ス
キ
？
ー
「
法
の
精
膊
」
に
於
け
る
封
建
制

起
源
論
よ
リ
ヴ
ァ
イ
ツ
•
ロ
ー
ト
•
プ
ル
ン
ナ
ー
に
至
る
古
典
的
學

説
の
完
成
を
略
述
す
る
が
、
そ
の
主
な
論
点
と
な
れ
る
も
の
は
、
封

建
制
構
成
要
素
と
し
て
の

V
a
s
s
a
l
i
t

'i
t·-
~
者
制
と

B
e
n
e
f
i
z
i
a
l
w

e
s
e
n
-
恩
給
制
の
歴
史
的
起
源
問
題
、
及
び
そ
の
結
合
腸
係
を
追
求

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
を
古
典
的
學
説
の
完
成
者
ロ
ー
ト
に
採

つ
て
窺
ふ
な
ら
ば
、
次
の
や
う
に
結
論
さ
れ
る
。
即
ち
全
的
な
窓
味

に
於
け
る
封
建
制
の
成
立
は

Vassalitat
と

B
e
n
e
f
i
z
i
a
l
w
e
s
e
n

と
の
結
合
（
そ
の
直
接
的
勅
因
と
し
て
は
八
一
1

-

1

一
年
ぶ
ア
テ
ィ
エ
の

戦
に
際
し
鉱
さ
れ
た

(
C
h
a
r
l
e
s
M
a
r
t
e
l
の
数
會
領
牧
奪
と
そ
の
輩

彙

報

松

垣

裕

下
従
者
へ
の
分
配
を
拳
げ
る
）
に
よ
る
も
の
で
あ
リ
、
ま
た
そ
れ
ら

―
―
つ
の
構
成
要
素
は
と
も
ど
も
古
代
ゲ
ル
マ
ン
社
會
の

gm
i
t
a
t
u
s
 

（
従
者
）
制
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
d

し
か
し
、
こ
の
問
題
は
今
世
紀
初
頭
以
来
、
新
た
な
郷
貼
か
ら
ー
例

へ
ば
寅
證
的
方
法
、
社
含
學
的
方
法
、
社
會
鯉
済
史
的
方
法
ー
再
び
論

・

議
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

(
A
.
D
o
p
s
c
h
,
 G
.
 v.
 Be
l
o
w,
 F.
 Lo
t
,
 H
.
 

Mitteis, 
H
.
 Kr
a
w
i
n
k
e
l
,
 J. 
C
a
l
m
e
t
!
e
,
 M
.
 Bloch, 
etc.) 

故
に
於
て
論
者
は
主
と
し
て
ロ
ー
・
ド
プ
シ
ュ
説
に
依
撮
し
つ
つ
、

・
先
づ
封
建
制
度
の
本
質
的
意
味
に
つ
い
て
規
定
を
加
へ
る
。
即
ち
廣

義
の
封
建
制
理
論
（
祉
會
的
政
治
的
骨
粗
を
構
成
す
る
封
建
的
諸
原

理
）
を
追
求
す
る
に
嘗
り
、
社
會
學
的
方
法
に
従
っ
て
高
次
の
概
急

に
止
揚
さ
れ
た
理
想
型
を
到
象
と
せ
ず
、
む
し
ろ
か

4

る
方
法
の
鋏

陥
を
指
摘
し
つ

4
、
起
源
的
封
建
制
痰
生
の
歴
史
的
低
胎
で
あ
る
フ

ラ
ン
ク
王
國
社
會
の
特
質
を
分
析
せ
ん
と
試
み
る
。
論
者
の
結
論
に

:

§
む
ば
、
起
涸
的
ー封
建
制
度
COIー
質

．は
従
者
拇

fLIあ
り

采

地
ー
(lief)

は
従
者
制
の
陽
性
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
（
寅
は
ロ
ー
説
）
、
ま
た
従

、、

者
の
身
分
は
「
光
榮
を
惰
へ
る
も
の
」
と
し
て
、
即
ち
戦
士
と
し
て

規
定
せ
ら
れ
る
。
こ
の
鮎
こ
そ
封
建
制
理
解
の
鍵
で
あ
る
と
説
く
論

者
は
、
次
に
従
来
の
學
説
の
主
論
貼
と
な
っ
た
従
者
制
の
展
史
的
起

源
を
追
究
す
る
。
そ
の
結
果
、
古
典
的
學
説
の
二
つ
の
學
派
、
即
ち

C
o
m
i
t
a
t
u
s
 (I/JI..、4
y
)
ー

A
n
s
t
r
u
s
t
i
o
n
e
s
(;;(i:i 
,> ,
 
.
 1
 1
/
'
b"
)
 

ー
V
a
s
s
al a
g
e
 (:/J 
i:i 

9
 ::,, 
-
J
l
)

の
系
列
を
主
張
す
る
ゲ
ル
マ
ン
學

祇
、
及
び

P
a
t
r
i
c
i
n
i
u
m
(i:i 
,
•
4
)
,
＇
A
Uば
:
;
t
r
u
s
t
i
o
n
e
s

(~i:i 

"f 

一
九
六



~ 

報

し
j
力

B
詣
6

子
で
沿
ヌ
L

力

＿1Iil
か

に

も

屈

伽

さ

れ
る
黙
は
、
起
源
的
封
建
制
の
特
質
を
、
そ
れ
が
痰
生
せ
る
底
史
的

託
會
的
條
件
の
分
析
を
涌
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
企
圃
で
あ
っ

た
。
し
か
し
我
々
は
、
か

4

る
論
者
の
意
向
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
方

法
が
依
然
法
制
史
的
理
論
に
依
存
し
て
ゐ
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
即

ち
封
建
制
の
本
質
を
従
者
制
と
い
ふ
身
分
朋
係
に
於
て
の
み
把
振
し

よ
う
と
す
る
態
掟
が
そ
れ
で
あ
る
。
問
題
は
む
し
ろ
も
う
一
度
封
建

4
y
さ
ー
V
a
s
s
a
l
a
g
e
('}J 
i:r 
9
 
:
/
'
b
.
)

の
ロ
ー
マ
ン
學
派
の
雨

者
が
、
従
者
制
の
沿
革
を
輩
に
法
制
史
的
必
然
に
於
て
把
握
し
よ
う

と
し
た
態
度
を
批
判
し
、
就
中
そ
れ
ら
學
説
の
基
幹
を
な
す

A
n
s
t
r
,
 

ustiones -
V
 as
3
a
l
a
g
e

の
類
似
を
反
駁
す
る
。
（
ク
キ
ト
ゥ
ス
の

ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
批
判
、

V
a
s
s
u
s

の
語
源
吟
味
、
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ

ュの

C
a
p
i
t
u
l
a
r
e

M
i
s
s
o
r
u
m
文
書
批
判
に
よ
る
）
。
論
者
の

提
起
す
る
問
題
は
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
ガ
時
代
社
會
が
果
し
て
完
全
に
ゲ

ル
マ
ン
的
逍
制
の
み
を
留
め
る
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
と
い
ふ
こ
と

で
む
リ
、

S
c
h
o
l
a
r
e
s
-
V
a
s
s
a
l
a
g
e
の
系
諮
を
主
張
す
る

Guilhi
、

e
m
o
z
説
を
背
掠
と
し
つ
つ
、
該
祉
會
が
む
し
ろ
侶
ロ
ー
マ
的
社
含

（
ロ
ー
マ
的
要
素
を
含
み
つ
つ
ゲ
ル
マ
ン
的
償
習
に
支
配
せ
ら
れ

る
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
證
す
る
こ
と
に
よ
リ

V
a
s
s
a
l
a
g
e
の
前

謳
的
存
在
は
L
e
u
d
e
s
(:::::if. 士
的
従
者
IJ

と
い
ふ
特
殊
な
意
味
に
於

け
る
王
の

"
p
e
o
p
l
e

"-
A
•
D
o
p
s
c
h
)
で
あ
る
と
考
へ
る
。
（
こ
の

主
張
は
モ
ン
テ
ス
キ

ュ
ー
に
於
て
既
に
採
lJ
上
げ
ら
れ
、
近
年
ド
．
フ

シ
-
―
に
よ
lJ
賞
證
的
に
衰
付
け
を
得
た
。
）

I

九
七

昭
和
二
十
三
年
度
九
州
史
學
大
會

制
の
本
質
に
就
き
基
本
的
な
概
念
規
定
を
再
吟
味
す
る
こ
と
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

フ
イ
ー
フ

論
者
に
よ
っ
て
箪
に
従
者
制
の
隠
性
と
考
へ
ら
れ
た
釆
地
が
そ
の

獨
自
の
生
産
闘
係
を
逍
じ
封
建
制
社
含
構
成
に
果
し
た
積
極
的
役
割

に
つ
い
て
全
然
閲
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
は
、
こ
の
こ
と
を
哀
害
す

る
。
ま
た
偽
ロ
ー
マ
的
社
會
と
は
具
骰
的
に
ど
の
や
う
な
構
成
を
も
っ

も
の
で
あ
っ
た
か
。
こ
の
鮎
を
解
明
せ
ず
し
て
は
、
そ
れ
自
餞
の
社

會
的
性
格
を
反
映
す
る
と
さ
れ
る

L
e
u
d
e
s
の
特
質
も
自
ら
曖
昧
で

あ
リ
、
況
し
て
そ
の
雨
者
を
箪
に

11
社
會
的
歴
史
的
腸
係
II

と
い
ふ

便
宜
な
概
念
に
よ
っ
て
結
合
さ
せ
る
こ
と
は
、
餘
り
に
も
早
計
で
あ

ら
う
。
弦
で
も
論
者
自
身
非
麒

L
た
類
型
的
方
法
の
轍
を
踏
ん
で
ゐ

る。
笠
證
的
、
史
料
操
作
の
技
術
的
面
に
つ
い
て
の
検
討
は
為
し
え
な

か
っ
た
が
、
新
し
い
研
究
に
接
す
る
機
會
に
乏
し
い
我
々
に
と
つ
て

は
最
近
の
宜
證
的
艇
史
學
派
の
成
果
を
一
應
籾
羅
し
て
ゐ
る
貼
で
注

本
年
度
大
合
は
九
州
史
學
會
創
立
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
十
一

月
十
一
1

一
、
十
四
雨
日
に
亘
リ
―
―
―
長
閣
に
於
い
て
行
は
れ
た
。
熊
本
、

大
分
、
宮
綺
、
鹿
兒
島
、
長
崎
各
縣
よ
リ
の
新
藉
諸
會
員
の
来
集
も

多
く
、
史
学
會
は
じ
ま
つ
て
以
来
の
盛
會
で
あ
っ
た
。



江

-
9
、

康

の

斑

田

に

つ

い

て

河シ
リ
ハ

ッ

10
、
魏
寄
慣
々
偲
に
見
え
る
侯
力
焚
に
つ
い
て平疋

巧

萬

葉

と

封

馬

13
、
近
世
初
期
農
民
の
性
格

ー

夫

塁

姦

肥

後

國

桧

地

帳

を

中

心

と

し

て

1

安

●

糖

．
t

田島

通哉

文義

原 .r.r 

芳

郎証

ヽ

彙

＂

報

瀧

本井 澤

健鐵演肪保東

稔次男幸三信樹

一
、
胚
史
の
主
憧
に
つ
い
て
・

九
州
大
學
助
放
授

一
、
宋
錢
の
輯
入
と
そ
の
流
通
九

州

大

學

数

授

森

克

巳

第
二
日
は
十
四
日

(
H
)
午
前
九
時
よ
リ
夕
湖
に
及
ぶ
ま
で
、
左• 

記
の
研
究
荘
表
會
を
行
っ
た
。
量

克

己

第
一

H
は
十
11I

日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
誨
演
會
が
行
は
れ
た
。

「
歴
史
の
主
餞
」
と
い
う
甘
薬
に
つ
い
て
ー
ー
展
史
す
な
わ

'11
--|
-＿
-
ヽ

|--i‘
ー

ー

・

ー

・

午
［
ゴ

ー

豆
翡

ー

ゴ
他
ー

ー

＇

「
ま
り

a_
」
_

と
_

v_
う
ー

こ
—

と
＇

；
今
日
問
題
と
さ
れ
，る
理
由
|
ー
現
代
の
不
安
、
倦
怠
、
熊
粒
ー
i

問
題
解
決
の
二
つ
の
方
向
と
し
て
の
史
的
唯
拉
お
と
貨
存
主
義

“

一
、
雨
派
の
主
張
の
要
約

A
、
史
的
唯
物
論
者
の
見
杷
！
ー
互
に
深
く
閥
聯
し
て
は
い
る
が

し
か
し
衆
密
に
寓
別
さ
れ
る
べ
き
―
―
つ
の
モ
メ
ン
ト
①
鯉
洟

的
•
社
會
的
琺
裕
の
喧
蔵
®
科
學
的
認
識
と
政
治
的
貨
践
の

強
調
ー
ー
宜
存
主
義
に
翌
す
る
批
列

B
、
寅
存
主
義
者
の
見
僻
ー
ー
互
い
に
深
く
闘
馨
し
て
は
い
る
が

緒
論'ヽ

[
歴
史
の
主
醤
に
つ
い
て

盆講

’

演
〕

17
、
耀
岡
藩
の
上
ケ
米
に
つ
い
て

18
、
中
原
村
記
録
に
つ
い
て

瀧

澤

克

己

1

九
八

元典義

吉二雄

認
、
ニ
―
―
一
の
古
偵
説
及
び
古
文
献
に
現
は
れ
た
憑
依
現
象
に

つ
い
て

・

王

丸

勇

14
、

中

津

藩

の

城

下

外

店

成

立

菅

沼

一

15
、

柳

河

藩

の

性

格

と

検

見

法

西

岡

之

16
、
濯
岡
藩
に
於
け
る
享
保
の
大
飢
錯
と
捨
子
問
題

加

藍

近

蕗

檜

垣

正好



.,,.. .. 
如

報

の
人
間
の
自
己

R
こ
の
問
題
の

な
虞
理
の
可
能

巌
密
に
函
別
さ
れ
る
べ
き
二
つ
の
モ
メ
ン
ト

そ
の
も
の
の
問
題
に
封
す
る
鈴
敏
な
惑
受
性

客
観
的
・
対
象
的
（
廣
義
に
お
い
て
科
學
的
）

性
に
封
す
る
否
定
t

二
、
雨
祇
の
主
張
の
再
吟
味
f

A

貨
存
主
義
者
の
迷
妄
ー
し
①
人
間
の
自
己
そ
の
も
の

2
波
生

・・

り
基
盤
（
根
本
的
被
決
定
性
）
に
封
す
る
盲
目
、
そ
こ
か
ら
来

る
紹
望
（
「
悲
し
き
お
も
も
ち
」
）
R
自
己
そ
の
も
の
の
封

象
的
把
握
（
な
い
し
は
廣
義
に
お
け
る
技
術
的
虞
理
）
の
可
能

性
B

史
的
唯
稔
論
者
の
不
徹
底
ー
i

①
人
間
が
事
寅
そ
こ
に
生
き

・

て
ゐ
る
場
所
の
根
本
的
規
定
に
封
す
る
盲
目
（
そ
の
い
わ
ゆ
る

・

也
質
11
衷
採
概
念
に
な
お
残
る
穀
昧
と
抽
象
性
）
、
そ
こ
か
ら

来
る
い
つ
は
リ
の
菜
天
性
R
そ
の
科
學
的
認
峨
に
忍
び
こ
む

形
而
上
學
的
思
辮
ー
ー
そ
の
政
治
的
寅
賤
に
楷
入
す
る
宗
放
的

―
―
-
、
新
し
い
道

A

尊
向
な
い
し
妥
協
（
い
わ
ゆ
る
「
怒
封
媒
介
」
）
の
無
念
味

1
ー
さ
れ
ぞ
れ
の
方
向
の
徹
底
（
自
己
超
克
）
に
よ
る
雨
祇
の

翌
の
克
服
｀
f
ー
絡
到
の
外
と
し
て
の
自
已
そ
の
も
の
の
問
題

と
、
虞
寅
の
内
と
し
て
の
鯉
済
●
祉
會
の
問
題
ー
ー
敵
は
む
し

ろ
自
分
の
側
に
あ
る
（
直
宜
の
自
然
そ
の
も
の
か
ら
の
警
告
と

し
て
の
反
封
派
）

一
九
九

昨
年
疲
會
し
た
こ
の
合
は
、
學
内
含
員
の
研
究
褻
表
を
活
涵
な
ら

B
、
歴
史
の
主
骰
に
つ
い
て
ー
ー
絶
封
の
審
き
の
庭
す
な
わ
ち
恵

み
の
園
と
し
て
の
現
宜
の
歴
史
的
世
界
ー

4
継
封
の
内
な
る
組

封
の
外
と
し
て
の
稗
（
歴
史
の
主
）
ー
ー
聘
の
園
の
管
理
を
委

ね
ら
れ
た
者
と
し
て
の
人
間
の
自
由
（
主
骰
性
）
ー
ー
我
代
に

お

け

る

プ

ロ

レ

ク

リ

ア

階

級

の

主

憧

性

（

以

上

）

九
州
史
學
會
創
立
1

ヱ
＇
周
年
記
念
齢
演
貪
と
左
記
の
如
く
行
っ

た
。
五
月
初
旬
大
分
縣
佐
伯
市
に
て
開
催
、
講
演
者
及
び
睛
演
題
目
は

次
の
如
し
。
「
歴
史
と
農
耕
生
活
」

H
野
数
授
、
「
理
想
社
會
の
諸
問
題
」

小
林
数
授
、
「
九
州
の
古
代
文
化
に
つ
い
て
」
檜
垣
諧
師
。
つ
い
で
六

月
1一
八•
1
一
九
雨
日
鹿
兒
島
市
に
於
て
、
一
―

-
O
H鹿
屋
市
に
於
て
大

贔
演
を
行
っ
た
。
第
一
日
「
袈
踏
栗
と
米
」
日
野
数
授
、
「
古
代

國
際
貿
易
に
つ
い
て
」
森
欲
授
、
「
歴
史
上
に
お
け
る
天
才
の
問
俎
’―

小
林
数
授
、
第
1

一
日
は
「
理
想
社
會
の
諸
問
題
」
小
林
数
授
、
「
脈

史
學
と
史
料
に
つ
い
て
」
森
数
授
、

「
中
國
史
の
研
究
と
文
學
」
日

野
放
授
、
第
一
1

1

H
は
「
支
那—

に
お
け
る
貨
幣
グ
褒
違
a
l
野

，

数
授

‘
_

「
理
想
社
會
の
話
問
題
」
小
林
数
授
、
「
荻
生
祖
採
」
西
尾
溝
師
。
ぃ

づ
れ
も
盛
令
で
あ
っ
た
が
、
特
に
鹿
兒
品
に
お
い
て
は
入
合
の
希
望

者
頗
る
多
く
新
會
員
を
多
数
加
へ
た
。

J

史
．
學

懇

話

會

二
十
周
年
記
念
出
張
講
演



し
め
、
現
代
の
史
卒
界
に
於
け
る
諸
問
題
を
批
判
検
討
し

．＇
併
せ
て

含
員
相
互
の
親
睦
を
計
る
た
め
と
い
ふ
最
初
の
趣
旨
に
則
り
今
二
十

11

一
年
に
入
っ
て
も
逐
次
行
は
れ
た
。
次
に
そ
の
概
略
を
節
単
に
報
告

す
る
。
第
七
回
（
一
月
二
十
九
日
）

．

．
 

昭
和
二
十
二
年
古
一
月
四
日
東
大
新
開
所
載
の
遠
山
茂
樹
氏
の
批

判
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
見
失
っ
た
朕
史
家
ー
津
田
博
士
の
方
法
論

的
限
界
ー
」
を
中
心
と
し
て
討
論
會
を
行
っ
た
。
先
づ
津
田
氏
の
立

警
函
史
科
加
患
君
が
、
次
に
遠
山
氏
の
立
楊
を
國
史
科
井
上
研
究

生
が
そ
れ
ぞ
れ
婆
へ
、
そ
の
後
令
員
一
殷
が
種
々
討
論
を
重
ね
た
。

参
合
者
十
九
名
。

第
八
回
（
二
月
六

H
)

臨
時
諧
義
の
た
め
来
學
中
の
姫
路
高
校
数
投
内
田
吟
風
先
生
歓
迎

を
か
ね
、
先
生
よ
り
「
匂
奴
と
フ
ン
ー
そ
の
人
種
的
特
徴
の
差
異
」

と
い
ふ
題
下
に
極
め
て
有
益
な
る
御
腑
演
を
何
っ
た
。
な
ほ
諧
演
の

・
ー
―
―
―
―
―
―

要
項
は
後
記

eoI如
り

で

tio|＇術
者
十
七
名
。

第

九

回

、
（
四
月
11

+
 
11

一日）

「
九
州
細
文
式
土
器
論
年
史
」
と
題
し
て
閾
史
科
渡
邊
研
究
生
が

研
究
褻
表
を
行
っ
た
。
参
會
者
二
十
一
名
。

・

第
十
回
（
五
月
二
日
）

高
良
山
遠
足
會
を
行
っ
た
。
七
時
十
分
西
鐵
輻
岡
葬
集
合
Q

七
時

―
―
―
十
分
出
登
。
バ
ス
に
て
高
良
山
下
御
井
附
に
九
時
到
活
。
九
州
考

古
學
含
と
合
流
し
て
鏡
山
先
生
の
御
説
明
を
開
き
っ

4

稗
籠
石
等
を

~ 

報

見
學
し
な
が
ら
頂
上
の
稗
社
に
到
着
。
造
食
後
稗
社
の
賓
物
を
拝
嗣

し
た
。
給
縁
起
二
幅
、
應
安
四
年
兌
一
本
平
家
拉
語
、
漠
式
鏡
、
和

鍍
等
で
あ
っ
た
。
拝
楔
彼
九
州
考
古
學
合
の
座
談
含
に
入
リ
、
先
づ

肥
後
の
小
林
久
雄
氏
の
肥
後
古
墳
の
お
話
あ
リ
、
次
で
鍍
山
先
生
の

膊
籠
石
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
っ
た
。
午
後
一
1

一
時
頃
終
會
と
な
り
、

折
か
ら
降
リ
だ
し
た
晩
春
初
夏
の
山
雨
の
中
を
一
―
-
々
五
々
蹄
路
に
つ

い
た
。
参
會
者
十
一
名
。

‘

森
克
己
数
授
は
學
位
論
丈
「

H
宋
賀
易
の
研
究
」
を
昭
和
二
十
―
―
―

年
五
月
闊
立
書
院
よ
リ
焚
行
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は

序

詭

第
一
編甘

日
宋
聟
易
の
端
緒
的
形
態

我
が
受
動
的
貿
易
つ
展
開

第
一
＝
糾
我
が
能
動
的
貿
易
の
展
開

第
四
緬
貿
易
の
展
開
ど
随
税
的
性
質
の
褻
生

第
五
編
自
由
貿
易
よ
州
統
制
貿
易
へ
の
復
純

附

録

日

、

宋

ヽ

麗

、

交

通

貿

易

年

表

の
五
編
五
百
七
十
四
頁
よ
り
成
る
。

史
學
雑
誌
第
五
十
六
編
第
九
鰊
の
學
位
論
文
審
査
報
告
の
一
部
分
を

引
用
す
れ
ば
「
抑
も

H
宋
貿
易
に
就
き
て
は
従
来
l

I

―1
一
の
研
究
者
あ

り
と
雖
も
或
は
平
而
的
考
察
を
事
と
し
、
破
述
も
四
応
概
説
的
な
る

園

史

科

の

動

向

〔
森
紋
授
學
位
論
文
「
日
宋
貿
易
の
研
究
」
の
登
行
〕

―1
0
0
 



彙

報

撼
あ
り
、
或
は
そ
の
研
究
翫
片
的
に
し
て
未
だ
本
格
的
な
ら
ざ
る
嫁

を
免
れ
ず
、
然
る
に
本
論
文
は
研
究
の
態
度
鋲
め
て
質
貨
に
し
て
依

捜
は
正
確
考
察
は
綿
密
殊
に
幾
多
の
新
史
料
を
登
見
し
て
事
究
の
聞

明
に
貢
献
せ
リ
。
例
（
ば
宋
代
公
憑
の
宜
例
の
褒
見
の
如
し
」
と
あ

る
如
く
多
く
の
新
事
宜
を
登
表
せ
ら
れ
國
史
學
界
に
貢
献
す
る
と
こ

｀
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

〔
竹
内
理
一
1

一
数
授
の
新
任
〕

昭
和
―
-
+
―
―
―
年
九
月
一
日
付
を
以
て
竹
内
理
―
―
―
数
授
が
國
史
學
第

二
腕
座
を
掠
嘗
さ
れ
る
事
に
な
リ
、
先
に
森
数
援
を
迎
へ
た
史
學
科

の
陣
容
は
更
に
充
裳
さ
れ
そ
の
活
蹄
が
期
待
さ
れ
て
ゐ
る
。

竹
内
数
授
は
第
八
高
等
學
校
を
繹
て
昭
和
五
年
束
大
國
史
科
を
御

卒
業
、
直
ち
に
史
料
編
纂
所
に
入
ら
れ
網
纂
官
、
記
録
部
部
長
、
東

大
國
史
科
諮
師
を
脈
任
さ
れ
た
。

．

主
な
る
著
書
は

「
奈
良
朝
時
代
に
於
け
る
寺
院
網
滸
の
研
究
」

．
「
日
本
上
代
寺
院
鑓
済
史
の
研
究
」

1
「
奈
足
朝
史
」

．

ー

雄
山
閣
新
講
大
日
本
史
誨
座
「
飛
鳥
時
代
史
、
奈
良
時
代
史
」
（
奈

良
時
代
史
を
揃
嘗
）

「
寺
領
疵
園
の
研
究
」

「
寧
榮
追
文
」
（
上
下
）

「
平
安
遺
文
」
（
巻
一
、
巻
二
以
下
絞
巻
）

其
の
他
論
文
多
数
が
あ
る
。

昭
和
二
十
一
1

一
年
五
月
十
七
日
午
後
一
1

一
時
よ
り
第
五
演
習
室
に
て
討

論
會
を
行
ふ
。

J

「
過
去
の
生
活
を
ど
う
理
解
す
る
か
」

ー
（
思
想
，一ー
九
四
ー八
年
1
1
5
ー

つ
だ
さ
う
ぎ
ち
）

謂

嘗

者

鈴

木

鋭

彦

君

昭
和
二
十
一
＿
＿
年
九
月
一
1

一
十
日
、
午
後
＿
一
時
よ
リ
第
五
演
習
室
で
研

究
凌
表
並
に
座
談
會
を
行
っ
た
。

「
近
世
初
期
繭
岡
藩
に
於
け
る
貨
幣
細
済
登
達
の
一
考
察
」

加

藤

義

雄

君

同
年
十
月
七
日
、
午
後
1

一
時
よ
り
第
五
演
習
室
よ
て

國

史

研

究

會

1
0
 

〔
研
究
生
の
新
任
｝

大
學
院
特
別
研
究
生
第
一
期
生
と
し
て

昭

和

二

十

二

年

十

月

一

日

ー

「
近
世
史
上
に
於
け
る
戻
村
の
研
究
」

昭
和
1

1

f
 
11
一
年
四
月
一
日

・
「
近
世
九
州
地
方
林
制
史
」

第
二
期
生
と
し
て

昭
和
二
十
一
1

一
年
十
月
一
日
、

．

「
言
語
表
現
の
愛
遷
よ
り
見
た
る
日
本
人
の
思
想
及
び
感
情
の
展

開

」

渡

邊

正

氣

の一
1

一
人
が
許
可
さ
れ
た
。

-＊ 

安

藍

/
 

俊

秋

籾



小
林
数
授
は
主
任
数
官
と
し
て
睛
義
演
習
を
掠
嘗
せ
ら
れ
る
傍
ら

鋭
窯

「
天
才
誨
」

の
研
究
に
精
根
を
注
が
れ
、
本
年
度
に
於
て
は

『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
の
古
ゲ
ル
マ
ン
研
究
に
つ
い
て
』
（
史
漏
前
輯
）

『
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
天
才
論
の
性
格
ー
ー
、
市
民
層
と
の

闊
係
を
中
心
と
し
て
』
ニ
西
洋
史
學
第
一
―
ー
斡
）
の
二
論
丈
を
痰
表
さ

れ
た
。
ま
た
我
々
學
生
に
封
し
て
認
始
懇
切
に
指
導
さ
れ
る
と
と
も

に
、
社
會
鯉
清
史
的
開
心
に
も
核
め
て
深
い
御
理
倍
あ
リ
、
狩
来
に

於
け
る
同
数
授
の
輝
か
し
い
學
問
的
功
績
と
併
せ
て
我
々
の
期
待
仕

益
々
大
き
い
の
で
あ
る
。

．

研
究
室
で
は
四
月
1

一
名
の
新
入
學
生
を
迎
へ
、
侵
略
戦
争
前
後
の

沈
濡
か
ら
一
般
に
脱
却
、
新
し
い
知
性
の
練
磨
に
澄
刺
た
る
研
鑽
が

r

:

2

4

ト

i,＇
-
ク

¢
i
‘
‘
↓

lm
"
E
t

ち
逹
れ
て
ゐ
る
歴
史
學
の
科
學
的
水
準
を
高
め
、
こ

4

か
ら
期
待
し

得
る
展
史
的
認
議
に
其
く
と
こ
ろ
の
社
含
進
歩
を
擁
膜
す
る
こ
と
を

措
い
て
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
中
央
に
較
べ
學
問
的
衷
捺
に
窓
ま

れ
な
い
我
々
が
、
祇
閥
的
地
方
性
か
ら
脱
出
す
る
唯
一
の
逍
も
ま
た

こ
A

に
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
我
々
の
課
題
は
、
も
と
よ

リ
揃
ひ
え
ぬ
程
に
重
い
。
し
か
し
こ
の
呉
挙
な
試
み
は
、
社
會
的
推

進
力
の
一
要
素
と
し
て
、
必
ず
し
も
消
樟
的
な
ら
ざ
る
意
味
を
も
っ

ーと
い
へ
よ
う
。

と
こ
ろ
に
特
色
を
も
っ
と
述
べ
る
。

（第
一
章
）
人
間
の
生
活
態
度
に
は
曰
非
人
格
的
闘
係
及
び

c
字

宙
と
の
人
格
的
脳
係
が
あ
る
。
後
者
は
趾
含
鯉
験
か
ら
抽
き
出
さ
れ
-

る
故
、
宗
数
的
態
度
は
祇
含
生
活
の
型
{
patterns)
を
豫
想
す
る
。

そ
こ
で
社
含
に
於
い
て
人
格
陽
係
を
つ
く
る
方
法
は
、
超
人
的
要
索

と
阿
じ
隅
係
を
建
て
る
目
的
の
た
め
に
型
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

（
第
二
章
）
併
し
乍
ら
宗
欲
的
態
度
は
棠
圏
宜
践
の
問
題
だ
け
で

は
な
い
。
勿
論
集
開
は

m
i
n
d
-
s
e
t
を
も
つ
て
ゐ
る
が
、
社
會
秩
序

西
洋
史
學
科
の
動
向

「
中
津
藩
に
於
け
る
城
下
ー
1

一
里
制
」

彙

報

菅

沼

好

一

君

11011 

五
月
初
旬
、
新
入
學
生
款
迎
會
を
兼
ね
て
懇
談
會
を
開
く
。
努
頭

小
林
欲
授
よ
り
學
問
的
態
度
一
般
に
つ
き
御
欲
示
あ
り
、
次
い
で
富

面
の
諸
問
題
に
就
い
て
窓
見
の
交
換
討
議
が
行
は
れ
、
盛
會
裡
に
散

會
し
た
。

研
究
室
で
は
、
前
年
来
定
期
的
に
開
か
れ
て
ゐ
る
西
洋
史
學
研
究

會
を
今
年
度
も
趨
嵌
す
る
こ
と

4

し
、
そ
の
第
一
回
を
四
月
十
五

H

開
他
、
爾
後
別
記
の
如
く
研
究
褻
表
を
行
っ
た
。
以
下
研
究
含
に
於

け
る
題
目
、
及
び
獲
表
者
自
身
に
よ
る
要
項
記
録
を
掲
げ
る
。

西
洋
史
學
研
究
含
第
一
圃
（
四
月
十
五

H
)

Sailer 
M
a
t
h
e
w
s
 ;
 Social 
Patterns 
a
n
d
 the 
I
d
e
a
 

of 
the 
G
o
d.
 に
就

い

て

櫻

井

東

樹

0

序
説
）

牌
に
封
す
る
人
間
の
信
仰
は
人
間
の
逍
徳
性
を
意
味
し
、
そ
れ
は

人
間
の
祉
會
生
活
に
必
然
的
闊
係
が
あ
る
．こ
と
を
栂
械
論
的
な
錮
方



彙

報．

の
喪
化
と

4
も
に
集
関
の
心
理
栴
造
が
焚
へ
ら
れ
る
。
宗
数
に
於
て

も
同
じ
く
宇
宙
的
要
素
へ
の
調
節
を
得
る
た
め
に
生
命
的
衝
勁
の
合

理
化
が
行
は
れ
る
。
こ
の
型
作
成
の
過
程
が
秤
の
理
念
の
生
成
を
條

件
づ
け
て
ゐ
る
。
従
つ
て
こ
の
型
の
述
績
を
辿
る
こ
と
が
人
類
の
仕

事

で

あ

丸

こ

4

に
眠
史
的
俵
述
の
必
要
が
生
ず
る
。

（
第
一
―
ー
章
）
と
こ
ろ
で
社
會
生
活
の
複
雑
化
は
、
象
徴
的
行
動
を

産
み
出
す
。
例
（
ば
キ
リ
ス
ト
数
の
「
聖
攀
」
。
し
か
し
祉
會
秩
序

苔

化

す
れ
ば
宗
欲
的
態
度
と
宗
数
的
宜
践
は
自
ら
分
解
し
、
営
て

集
圏
思
想
の
型
と
同
一
謁
さ
れ
て
ゐ
た
宗
数
の
型
は
も
は
や
ご
茨
し

え
な
く
な
る
”
.

（
第
四
章
）
然
し
乍
ら
確
定
的
な
事
究
と
し
て
次
の
二
つ
の
こ
と

は
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
（
一
）
宗
数
的
貨
践
と
思
想

の
型
は
、
社
會
秩
序
の
改
墾
に
よ
り
必
ず
し
も
放
棄
さ
れ
な
い
こ
と

（
二
）
社
會
秩
序
の
髪
化
そ
れ
自
骰
の
中
に
宗
数
的
饂
承
を
含
む
こ

と
で
あ
る
。
か

4

る
過
程
を
脈
史
的
に
研
究
す
れ
ば
す
る
程
牌
の
理

雹

芹
浬
碑
に
9
る
症

F
E追
±
!.J

，簗
mE伝ャ
陵
展
，を
ー
研
究
す
る
こ
と
で
あ

る
こ
と
が
分
る
。
各
文
化
の
相
互
作
用
は
勿
論
認
め
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
が
、
寧
ろ
我
々
は
各
文
化
の
祉
會
的
起
源
と
焚
化
し
つ

4

あ
る
型

を
辿
つ
て
分
散
的
に
稗
の
理
念
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

（
給
論
）
儲
数
、
印
度
孜
、
佛
数
に
較
べ
て
、
キ
リ
ス
ト
数
に
於

け
る
聘
の
理
念
の
生
長
は
、
高
度
尺
装
展
し
た
社
會
秩
序
に
於
け
る

宗
教
的
態
度
か
ら
結
果
せ
る
型
の
豚
史
を
持
つ
て
ゐ
る
。

第
1

一
回
（
五
月
二
十
七
日
）

E
r
n
s
t
 J
a
m
e
s
 ;
 Th
e
,
 Political 
H
i
s
t
o
r
y
 ot R
o
g
e
r
 

W
i
l
l
i
a
m
s
に
就
い
て

、

福

本

保

信

ロ
ジ

ャ
ー
•
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
國
家
餞
。
清
数
徒
的
國
家
額
と
異

リ
、
彼
は
明
確
に
市
民
國
家
と
精
牌
國
家
と
を
厖
別
し
た
。
即
ち
彼

に
よ
れ
ば
、
前
者
は
人
々
の
集
割
と
利
益
の
た
め
に
械
力
を
有
し
、

後
者
は
精
稗
生
活
及
び
宗
数
的
良
心
に
橿
力
を
限
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
雨
者
の
植
成
は
人
間
の
一
・一
面
を
そ
れ
ぞ
れ
獨
自
に
統
御
す

る
も
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
國
家
な
る
も
の
は
決
し
て
宗
教
で
は

な
い
こ
と
に
注
窓
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
何
故
な
ら
ば
市
民
國
家
で

は
力
●
根
力
●
様
威
は
宗
数
的
な
も
の
で
な
く
、
自
然
的
•
人
間
的
・

市
民
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
。
然
し
こ
の
雨
者
は
相
互
に
排
斥
し
合

ふ
も
の
で
は
な
く
共
存
的
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
獨
自
の
領
域

に
於
て
國
家
の
平
和
と
繁
榮
を
助
長
す
る
も
の
で
あ
る
。

第一
1

一
皿
（
六
月
十
日
）

獨

逸

農

民

戦

争

に

就

い

て

一

1

一

池

奨

幸

に

の
論
題
を

取
し
げ
る

際
[
_農
民
戦
—華
ー
，一ー紋
9
封ー
ー
象
と
す
る
こ
と

．は
無
意
味
で
あ
る
°
如
何
に
、
如
何
な
る
勘
に
於
て
農
民
巖
争
を
と

リ
あ
げ
る
か
。
”
そ
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
私
は

L
a
p
.
d
e
s
h
e
r
r
s
c
-

h
a
f
t
即
ち

G
e
r
i
c
h
t
s,
 
h
e
r
r
s
c
h
a
f
t
 
(
領
主
裁
判
制
）
と
農
民
載
争

と
の
闊
係
を
特
に
論
じ
た
か
っ
た
。
獨
逸
近
代
國
家
の
起
源
を
な

t

L
a
n
d
e
s
h
o
h
e
i
t
は
農
民
峨
争
の
詰
果
如
何
な
る
影
響
を
受
け
た
か
。

根
本
史
料
に
即
し
て
研
究
ナ
る
の
は
今
後
の
私
の
課
姻
と
し
て
残
さ

れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
こ

4

で
は
た
だ
研
究
方
法
に
闘
す
る
一
っ

―1011¥ 



前

學

國期
彙

史

昭
和
二
十
三
年
度
史
學
闘
係
講
義
題
目

国

史

科

字
佐
使
考

穂
川
幕
府
の
木
材
統
制
策

中
世
武
士
社
合
に
開
す
る
心
的

「
考
察

西

洋

史

科

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
民
族
の
プ
リ
ク
ニ
ャ
移
住
と
ケ
ル
ト

民

族

松

垣

裕

昭
和
二
十
三
年
三
月
卒
業
論
文
題
目

の
問
題
提
起
を
試
み
た
に
過
ぎ
な
い
。

報

山ll三信

部ii木國

俊

潤l秋動

第
四
回
（
七
月
七
日
）

近
世
紀
西
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
る
「
農
業
の
菱
革
」

ー

そ

の

技

術

的

側

面

ー

に

つ

い

て
吉

野

健

次

郎

主
と
し
て
]
•
K
u
l
i
s
c
h
e
r

の
所
論
を
中
心
と
し
て
、
十
六
世
紀

以
来
の
西
欧
に
於
け
る
農
業
の
焚
革
に
就
き
慨
観
、
そ
れ
が
特
に
獨

佛
に
於
て
立
混
れ
る
と
と
も
に
、
英
岡
で
は
早
く
か
ら
著
し
い
墾
革

過
程
を
示
す
に
至
っ
た
阻
止
的
或
は
促
進
的
な
二
つ
の
條
件
ー
ー
I
社

令
的
、
脈
史
的
條
件
を
分
析
す
る
。

社
會
構
造
論

数
育
史
概
説

日
本
綺
萱
史

日
阻
交
通
史

演
習
園
太
暦
講
讀

演
習
平
安
朝
史
科
諾
讀

日
本
思
想
史

近
世
思
想
史

演
習
花
偲
害
東

洋

史

東
洋
史
概
説

耕
牛
問
題
と
宋
代
の
農
民
生
活

演
習
宋
史
食
貨
史

．

西

洋

史

西

洋

史

概

説

小

林

演
習

W
e
b
s
t
e
r.
Historical 
Selections 

同

M
.W
e
b
e
r
.
 W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
g
e
s
c
h
i
c
h
i
t
e
 

其

•

他

現

代

哲

學

史

瀧

澤

助

数

授

酉

洋

哲

學

史

矢

崎

数

授

演

習

中

國

哲

學

史

（

荘

子

外

雑

篇

）

山

室

諧

師

中
國
哲
學
史
（
儒
数
倫
理
特
二
大
學
中
庸
二
於
ケ
ル
）

同秋平谷

0
四

同 H 同西 檜同森

口塚葉

鵬数諧

師授師

野 尾 垣

数 数 講 講
数

授 授 師 師 授



彙
編
輯
幹
事

委
員
長
集
合
幹
事

＇ 

報

常
任
委
員

同
1•1-| 

同委

貝
同

．

同常
任
委
員

同委

員

顧

問

九
州
史
學
會
＊
年
度
委
員

西
洋
美
術
史

印
度
哲
學
史
(

1

一部）

國

語

史

｀

英

文

學

史

日
本
法
制
史
（
講
義
並
二
演
習
）

H
本
政
治
史

H
本
繹
済
思
想
史

日
本
鯉
済
史

西
洋
繹
済
史

ロ
シ
ャ
政
沿
史
概
説

_ ... J 

井 西日伊隣渡檜 ,1ヽ 森重長

•. 上尾野藤本邊垣林
陽開 榮
太三安保正元三克俊壽

忠郎郎展信氣吉郎己章吉

松

竹石同宮今金中繭干矢

本中田山田潟崎
助

数数孜数数数欲

授授授授授授授

原濱

講数

師授

0五

新住 送さi 罹
一

所れ
をる
おも お
知ら のが 1こ

せ!相よ 願下り

'いさ 會員

い。あの

り住
ま所

す° 不明

御身自 のため

及知 淵史

友の
の返

書 ．

翫

同同委

員

牧松鈴安

永木薩

雅鋭精

久生彦一




